
妊娠中の感染予防のための注意事項 ‒ 11か条

先天性トキソプラズマ＆サイトメガロウイルス感染症患者会「トーチの会」
妊婦健診におけるトキソプラズマ抗体検査と、新生児尿を用いたサイトメガロウイルス検査の必須化や全妊婦への注意喚起、ワクチンや治療薬の国内認可などをもとめて活動している患者会です。 

妊婦が病原体に感染すると、おなかの赤ちゃんも感染して病気を引き起こすことがあります。

妊娠中は「病原体に感染しないこと」がとても大切です。 以下の11のポイントに気をつけましょう！

トーチの会

監修：長崎大学 森内浩幸先生

手指には、ウイルスや細菌などの病原体が付いていることがあります。 

病原体のほとんどは石けんで洗うことで、殺したり数を減らしたりすることができます。 

手洗いができないときは、消毒用ハンドジェルの使用も良いでしょう。 

とくに調理時や食事前、子どもとの食事後、おむつ替え後は必ず手洗いをしましょう。

石けんと流水で、しっかり手を洗う1

子どもの唾液や尿にはサイトメガロウイルス※が潜んでいることがあります。
子どもの唾液が付いていそうなもの（洗っていない食器、食べ・飲み残し等）は口に触れないように

し、それらを扱った手は速やかに洗いましょう。 

また、唾液が大量についているかもしれない子どもの頬や唇へのキスは避けましょう。 

ただし、親子のスキンシップは大切です。 おでこへのキスやハグなら問題ありませんよ。

子どもと食器を共有したり、食べ残しを口にしたりしない2

肉には、トキソプラズマ原虫※やリステリア菌※などが潜んでいることがあります。
表面だけではなく中心までしっかり加熱することで、肉内部の病原体を殺すことができます。

妊娠中は、ユッケ・タルタルステーキ・レアステーキ・ローストビーフ・生ハム・生サラミ・生ベー

コン・低温調理した肉塊など十分加熱したのか見た目ではわかりにくい肉料理・肉のパテ（加熱

不十分なパテ）・馬刺し・鳥刺し・鯨刺し・ヤギ刺し・鹿刺しやエゾシカのレアステーキのような

加熱が不十分なジビエ料理(野生の鳥獣の肉料理)等を避けましょう。 

また、海外ではムール貝や牡蠣などの貝類からトキソプラズマ原虫が検出されたという報告が

あるため、念のため妊婦は生で貝類を食べるのは避けましょう。

肉や貝類はしっかりと中心部まで加熱する3

搾ったままの無殺菌ミルクには有害な細菌や寄生虫が潜んでいる可能性があり、中にはおなか

の赤ちゃんや新生児、妊婦を病気にするものもあります。 

日本産のミルク・乳製品は法律で殺菌が義務付けられていますが、海外の乳製品は無殺菌ミル

クを使用したものも多いため、輸入されたソフトチーズ類は避けましょう。

殺菌されていないミルクや、それらから作られた乳製品は口にしない4

ネコの糞には、トキソプラズマ原虫※が潜んでいることがあります。 ネコトイレの掃除はできるだ
け妊婦以外が行い、毎日清潔にしてください。 糞の扱いさえ注意すればネコに触れても問題ありま

せんが、キスや頬ずりなどの濃厚なふれ合いは避け、触れた後は手を洗いましょう。

また、ネコがトキソプラズマ原虫に感染しないように、外飼いや生肉を与えることはやめましょう。

ネコのトイレに触れたり、掃除をしたりしない5

裏面へ

基本の基本‼



監修：長崎大学

森内浩幸先生 トーチの会

ハムスターやモルモットなどのげっ歯類は、リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス※を持っていることがあり
ます。 このウイルスはげっ歯類の排泄物（糞尿）や唾液に排出されるため、ふれ合いでヒトに感染する危

険性があります。 妊娠中は動物園なども含めてげっ歯類に触れず、お世話は妊婦以外が行いましょう。

げっ歯類やそれらの排泄物に触れない6

性行為で感染する病原体に注意が必要です。 中にはおなかの赤ちゃんや新生児に感染して病気

を起こす可能性のある病原体もいます。 感染予防のためにコンドームを使用しましょう。 

また特別な病原体でなくても、腟内感染の刺激が早産の原因になることもあります。

唾液から感染する病原体もあるため、オーラルセックスも避けるのが無難です。 

性行為にはコンドームを使う7

B群溶血性レンサ球菌※を健康な人が保菌していても問題とはなりませんが、妊婦が保菌してい
ると、おなかの赤ちゃんや新生児が感染して病気になることがあります。 あらかじめ保菌して

いることがわかっていれば、出産時の予防投薬（抗生剤の点滴）で赤ちゃんを感染から守ること

ができます。そのため妊娠後期、腟入口部から肛門にかけての細菌検査を必ず受けましょう。

B群溶血性レンサ球菌の保菌者であるか検査する9

ワクチン接種は、妊婦自身だけでなくおなかの赤ちゃんを守るために重要です。

ただし妊娠中には“生ワクチン”（麻しん風しんワクチン、水痘ワクチンなど）を打つことはでき

ないため、妊娠前に打ちましょう。 インフルエンザや新型コロナウイルスなど、妊娠中でも打て

るワクチンがあります。 妊娠中に打てるワクチンは打ち、打てないものは次の妊娠のために出

産後なるべく早く打ちましょう。 また、妊婦以外の人（とくにパートナー）も、周囲にいる妊婦と

そのおなかの赤ちゃんに感染させないためにワクチンを打ちましょう。

ワクチンを打つ10

近くにいた人が何らかの病原体に感染していたとわかったら、すぐにかかりつけの病院に連絡

してください。 水痘※や麻疹※の場合は、すぐに免疫グロブリンの注射をすることで発症を防ぐ
ことができるかもしれません。

※サイトメガロウイルス、トキソプラズマ原虫、リステリア菌、リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス、B群溶血性レンサ球菌、水痘ウイルス、麻疹ウイルス；どれも妊娠中に感染する

と、おなかの赤ちゃんが病気になる可能性がある病原体です。

このように、妊娠中は気をつけることがいくつかありますが、心配しすぎる必要はありません。
人間の体には病原体と戦うための力（自然免疫）が生まれつき備わっていて、多少の病原体が体内に侵入しても即感
染するわけではないからです。 中には、不安から日常生活に支障が出るほどの感染予防をしてしまう妊婦さんもい
ますが、心身の安定もおなかの赤ちゃんには大切ですから神経質になりすぎないようにお過ごしください。
もし不安がある場合は、遠慮せず担当医や医療施設にご相談ください。

感染している人との接触を避ける

赤ちゃんに影響を及ぼす感染症であっても、妊婦には自覚症状が乏しいことはよくあります。知ら
ないうちに感染していないかを確かめるため、また、自分が持つ抗体を把握し予防に役立てるため、
検査を受けましょう。妊婦健診で実施される感染症検査の中に、トキソプラズマ抗体検査を入れて
いない産科施設も少なくありません。妊婦自ら受ける検査を把握し、足りないものは申し出ましょう。

母子感染症の原因となる感染症について検査する8

11

妊娠中の母子感染予防について詳しく知りたい方はトーチの会のHPをご覧ください


